
時期を異にした枝条の伐採が晩秋期に於ける桑樹地下部の

含水量・貯蔵物質含有量その他の性状に及ぼす影響1）
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桑樹の｛懸・根に方冬け繍滅物質含イ！．巌び組織棚ミ　と同様である・化学分1斥a）1言撤は・対幟1：勲び対粉末

の‘搬鯉1三状・う馴軸変1ヒ隅にこれらと腿轍とのBli！l　1轍法で表示1訟が・　｛ivれによるも火体剛蓑の実験翻塁

係について（田口隅9・］麟2；ll：旧・四村1952　e　1鵬，，　　な得た。しかし後者の方が炎添上の誠難が少く，より：iR

就脚欄を中心～、しノ託の1轍川与！田の郷肋根a）　y．1三　石勧こ・撚を下し・riEil：；r）と激られるので（細編験榊トと

瑠離1…状の変化｝こついて；t｝（田口。繭駅951）子｝鳳簿は　　　した場合田口1938・：19：19参照）・本報では後，’ir！rrによつた

既に報告した，、これらは楽樹の1剛醗ヌ・に関するこ1灘μ」研　　　成績のみを認載した。・ヴゴ派11織の粉宋比霊を1貝腱後組織

究としCドr箔がlfいつ’癌る成績の　IC・ISで1セ、つて，本　　　粉來にその容｛il！範の1｛O倍の水な加え，：）Oii，Gで1　liiETkl浸出し

研號はそ，llv／，の続報な流にすイ｝ので，1養樹の伎叡bご伐掘1一　　て組織粉末浸出71耽調製L・その液についてf）o”Cの水浴

イ，にあたり，如何Z∫こkl，時期が～14櫓な1に影ドが大であるか　　　1いに於ける電殴1鮒艦ごWheatstone　1｝ricls｛eで測黛し，　j’ヒ

な知るため暇測険呑ご行い，伐採時期≠澱にしたll，矯に晩　　　嚇気伝・導度を算出しゾ；二・・

糠徽繍諜1翻：1務繍竪i♪貯　　蝋果購察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　組織含水鑑
　　　　　　　　雲験材料及び方法　　　　　　　　　　第1図1淵畑セの伐撮Et』1鵬偲に1、た粛樹の晩秋期（1．：於

蜘顧欄の・．画「1ゆ主幹眼f馴、・澱か醗細て　ける，麟鵜皮都の伽k二kkの」鰍楠’Lたもの’鵬るが・

いる株を供試した。矯ミ肋Fl三前に1採卜二つぎ3本ずつに鵬　　　図より咽かな如く伐採しない対照区及び早期に側果した

枝した株をv数用意した。1953年5月411癒簸初として　　　5月。6月伐採区ほ含水量が少く・伐採時期のおそい7

6月4日，7月6日，8」ヨ引｛，9月4日の5則にそれ　　　9！。n、，

それ核条な伐撮Lてそのまま圃場に存置し，・一一かその京　　　　”a°

震全糊帳租嚇融で麟峨採茄榔・つた　。1。
ものな対照区とし一c1・ti鮫検討したが，何れも1111に5株　　纏、。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でぐずっ供試した。刻’照区と枝策な伐採Lてそのまま圃場に　　　水脚

存i’した5っの実験区は10月5【ヨに一斉に株を堀上げ，　　　厘圏1“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，＋　　　　　　　　　　1　Ou主根と支根の皮部を採取し測定に供した。圃場は砂質壌

土で，反i当堆肥200〆・硫安s・5ノ～。過鱗酸石灰4・5〆・　　　e．s。

辺禽でヒブ」リ3．5〆♂を’方｛直tノたぐ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o．70

　まず含フk敏を測定した後製粉し，その組織扮末の生理　　　c・・a・

的性状の測定及び化学分脈を行つた。即‘「組織粉末なフ胃　　　第i図：枝条伐採の1時期を異にする桑樹の晩秋期に

ルコールで浸出して糖類（薫元親1と非還元糖）な定量し，　　　　　　　　於ける地下部皮部の性状の比較（組織含水

霞醐織棚ミ齢蜘誹、酸で塒　伽水頒して＊鋤k　　　量）（明5日雌と、
化物醗凱たが，そ酬う訟噺櫃田。．鮒・鞠　　　　A：・搬脹刻艮
・）『

A9・・畑綴糸・1・繍中繊、1陣71・1粥、赦会、。　月゜8月゜9服駆1まこれら砒して凱く大であ

　て翻寅　　　　　　　　　　　　　る・また一般に支根は主根に比し含水敬が大であるが
2）儒州ノく学繊維81今部　畿犠学。植li勿生理学研究峯　　　　　　　（8月伐き釆区のみは大叢がない），主根・支根共に伐採



2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学織維学部研蟄同乏告　輔二6号

時期のおそい実験1丞：のもの1含水量が大であり，このこ　　　捕，ど：t【じド部に於け星，鰍機物質州娩収及び陶肋が；bそくま

とは枝条伐採の時期がオδくオ硫，程秋期に水rの梅iり1がお　　　で継続Lて行われている・二・1コ　」こすもの1：猟嘱し，伐

そくまで続くこと即ち，根の活動伸止がおくれることを　　　採時期のおそし・区の愉水鍛の火Lξある∴とと相lk㎡：」てこ

はつきり示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れらの区の根の滞動停1ヒの時〕り1が：轄くれることを）：1て鮒ミL

2．組織粉宋比雲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていると騨せられる。

　組織粉末比重を各区間で比較すると（第2図），対照　　　4．炭水化物奮盤

区は最も大で，伐採区は何れもこれより小さく，しかも　　　総炭水化物並びにlilll類含准：腺よ錦3図によつて明か准

伐採時期のおそいもの程小さい。この組織粉末比霞の1域　　　ように，粉末比登と殆ど同様加傾向を栄し，対照区及び
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　　　　　比霞及び組織粉末浸出液の比襯胤伝，t度、　　　　　　　ナ螂　　5　HlllUva　“IStU「UL（　？，：19「’k’　Ubl’tC「tt　り川照

　　　　　（10月5日測定）　　　　　　　　　”　　　　　　第3隠h：伎条伐採の崎期を異にする漿樹の1晩秋期に

　　　A：主根粉来比直　　c：支根粉零比重　　　　　　　　　　於ける地下部皮部の’性状のlt鮫（総炭水化

　　　Il・｝：主根比電気仕、尊度　D：支根比電気似1疲　　　　　　　　物及び還元糖含有激）（10月5田1嚇）

少は微・総炭水化捌騰の…少・雛ってい・・　欝｛鷺瀧吻9淵慧辮勿
このことは伎条伐採後の新条の再‘1三の初期には地下部の

貯蔵物質が地上部に転流し，鼎、き官の形成に利用さオしる　　　い1嗣り1の7月・8∫1・9月伐採区では著しく小さくなつ

ことを示し卿こまた伐採剛U】のおそいものは新条の恵　ている。これらの結果は桑樹の生長期間に於ての枝条の

生生畏期間が短く，同化器官である葉の形成が少いため　　　伐採では・前述の組織粉末1七震のところで論じたように

地下部の貯蔵物質は消耗のみ勧，これが補充が少く，　伐採劇】のおそいもの程晩秋期に於ける地下部の貼戦物

従つて地下部の物質充実度が低下することを示してい　　　質の蓄積が少いことを判然と添しているΩ特に8月4目

る。而して地下部の物蹴実度のd氏下は側織期のおそ　並御こ9月4日に於ける枝条の伐掘よ影響が靴く大で

いものほど大であつたことには，更ひこ伐採麟］のおそい　あつて・1急炭水化物の舗華は対照区のほ｝畔分に減じ

ものでは，高温で日射が強く同化作用がさかんに行われ　　　ていて・明かにおそい時期の伐採は・地下部o）貯蔵物質

ている時期に枝条が伐採されることも大きな関係をも・っ　　　含量に強い影響を与えモ）ことがわかる。

ているものと思われる。　　　　　　　　　　　5．練合考察
3．組織粉末漫出液の比電気伝導度　　　　　　　　　　　　　著揖等は先に桑樹の地下蔀皮部の貯蔵物質含最及び組

　晩秋期に於ける地下都の組織粉末浸Ill液の比電堀伝導　　　織粉末の生理的性状について追求し，春切は立通に比

度をみるに（第2図）支根は主根に比してこの値が：大で　　　し，また夏吻は株上頁騨こ比し，，貯蔵吻質の蓄憤が少く

あるが，両港は共に各・伐採区間に於てほぼ同様な増誠な　　　物質の充実度が小さいことな明かにしたが（田口・西村

示す。即ち対照区や5月・6月伐採区ではその値が小さ　　　1952；1953），本研sの結果は一一欄雪それを裏書きしてい

く，7月・8月・9月伐採区では伐採時期のおそいもの　　　るものと老えられる。11防本研究の紺、果を綜合してみる

ほど比電気伝導度は大きくなつていて，伐採時期の影響　　　と，桑樹の生養」中に於ける1支条の伐採は，地下部に於け

が極めて顕著である。このことは伐採時期のおそいもの　　　る貯蔵物質の消耗とその後の蓄積の低下を来たすもの



剛㍗西村出1四腋異にした枝条のf糊采が晩秋期に於｝・ナる薬樹地下部び）．訓く量　　　　　3
　　　　　　。貯繭物瓢含・有．llヒその他の’1’L状｛こ及ぼす影讐

で，晩秋期の貯蔵物．質の含蜘：朝力轍嚢騨を渠たす。し　　　　　　　弓1用「丈献

かもその影獅8月4阿゜咄日び如焼嚇脈　、1．．田。群、1｛璽誌，9，42iv51），・93・）

l灘繕灘騨灘ll鰍：：二：撃：離：1：に1：：iillil：ii’

おそいと晩秋：期の根の活動停止が明かにおくれそ）ことが　　　　　　　　　　　　Sum’ma「y

示されてい2：，c，　　　　　　　　　　　Tw。　years・ld　br・nches　gr。wn　fr。m　the　’stumps。f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　mulberry　trees　were　pruned。ff　in　June，　July，

　　　　　　　　　　摘　　蟹　　　　　A・S「・st・・d　S・ptembe「alld　new　sh°°ts　we「e「egene－・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rated　thereafter．　At　the　be鱒nning　Qf　Octolser　about　a
1・1鮒3鱗iの・一一・a）瀬を川い・4．月か時・・9鵬で約1　m。。th　bef、、，e　the　le。f　f。11．th，，、、。t、。f　th，　t，ee、　w。re

ケ月ずつの1粥隔をおし・て枝条を伐撮した・晩秋」り1（1明　 t、ken。ut、、nd　thei，　w、t，，　c。。te。t，、。d。ther　p・。P，rties

．51ヨ）に1門“斉蹴勧　1）とり1地ド部の各卿）｛脚酬…．w，，e　d，t，，mi。，d．　Th・1。t，・th，　p・u・i・g　tirne，　th・

状棚腱比轍た・、　　　　　　　　1）igher　the　w、t，，　c。nt，nts・f　th・m・t・a・d　the　el㏄t・1・

2・織総フ燈’組織粉末浸1鯖液の比轍㈱膿厳条　，。。d。cti，ity。f　the　w、t・・y・xtract。f・the　tig．…powcler

無伐採の対照区や5月・6月側継群妙も7月・8月　。f　the，、、。t，．’1’herefc、re　th，1、t。，　pr、。i。S・’d、，i。g　g，。w－

99月伐採区では大で・伐採時期のおそいもの程その値　　　ing　seas。n　seems　to　influence　the　roc｝t　activity　and

が大きい。即ち粟樹の坐長巾1こ於ける枝条伐採の時IVIが　　　solutes　and　water　conduction　in　the　ro【）ts　s〔｝markedly

おそいほど樹液ヴ）流動停止や体内に於け礁機　頒¢・移　th。t・they・ea・e　l・t・・ln　autumn．　The・。。t・・f　the

動の傅吐がおくれることが示さa・vている・　　　　t，ee、whi、hh、d　b，。np・・。ed・i・・A・k…t・・dS・pt・m・

3・組織粉来比電゜総炭水化物・糖類含燈は組織含水鐙　　　　ber　had　less　carbobydrates　contents　thanセhose　which

・組織粉末浸μ腋の比電気伝導度呂よほぼ逆の関係畷・　had　been　pr。。，d　i。」。・，。。d」しily．’J／he　result　se・m・

り，対照区は大で伐採時期のおそくなるに従つてその値　　　to　show　that　the　brauch　pruning　aピthe　seas（》n　of

が小さくなり・特に8月゜9月伐採区は貯蔵物質含有澱　　　intense　solar　radiation　and　high　temperature　retards

が著しく小さい。1！IIち桑樹め生長i中に於ける枝条の伐採　　　the　accumulation　of　reserve　substances　in血nder　ground

は・晩秋期に於ける地下部の貯蔵物質の蓄積を低下せし　P・，t，　until　aut・m・，

め・伐採の時期が高温で日射磁1い時期に櫛とその影　　（L・b…t・・y。f　M・lberry　T・eeG・・wi・g・nd　P1・・t

響が顕…離なることがわかる・　　　　　　　Phy・i。1。gy，　the　Fac・1ty・f　Te。tile　a・d　S・・i・ultu・e，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shinshu　University）


